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緒言
 副腎皮質ホルモンの眼科的使用は,その卓越した治療効果のため,今日広範囲にわたっている。
 また一方,本剤の使用による副作用が新たな土a七rOge血icαi86a8eとして登場し,その乱
 用に対する警告は内外に数多ぐ出されてい鳥副腎皮質ホルモンの点眼によるステロイド緑内障もそ
 の一つであり,著者は第1報に卦体て、.当教室に沿けるステロイド緑内障の症例を統言寸的に集計し,
 また第2報では,牛眼患者の母親に緑内障傾向が見出されるか否かの諸検査及びステ・イド負荷に
 よる眼圧の変化を検した。第5報では,一般人と異なる代謝を有する糖尿病患者の眼圧検査及びス
 テロイド負荷による影響を追求した・
 対象及び検査方法
 第1報:症例は東北大学眼科を訪れ,ステ・イド点眼により惹起されたと考えられる緑内障患者
 28例50眼である。これらの患者について、年令.使用薬剤.薬剤使用の目的となった原疾患,
 主訴,使用期間,眼圧,日内変動,中止後の経過,C値.隅角所見,視野,視神経乳頭所見につき
 検査した。
 第2報:牛眼の患児の母親17例53眼に緑内障誘発試験を行ない,更に12例の片眼に0.1%
 ベタメサゾソ点眼を,1日4回,6週間行なって,その眼圧に対する影響を見た。
 第5報:東北大学山形内科糖尿病外来を訪れた糖尿病患者190名579眼に,眼圧と年令,網
 膜症の有無及び程度,空腹時血糖との関係を調べ,また同じく糖尿病外来患者及び眼科外来を訪れ
 た穂尿病患者25名の片眼にステロイド負荷を行なって眼圧の変動を追求した。
検査成績
 第1報:発症年令は6才かう62才にわたってお・り、そのうち20才代が最も多かった。また原
 、疾患としては慢性結膜炎が最も多く,自覚症は霧視及び虹輪視がほぼ半数を占め,また自覚症の欠
 如したものが2ス8%あった。眼圧は全例24.0徽B9以上を示し,点眼期間の長いもの寝.高眼
 圧が多い傾向がみられた。27眼についてトノグラフイーを行ない、全例にC値の低下がみられた。1
 日内変動は日中型を示すものが15眼中11眼であった。視野は点眼5ケ月以内のものでは異常のi
 みられた例はなかったが,長期間点眼例では高度な緑内障性の視野狭窄を起したものもあり,これ.
 は眼圧下降後も回復しなかった。点眼中止後の経過は点眼5ケ月以内のものでは全例眼圧が正常範.
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 囲にもどったが,点眼中止後の眼圧が正常化せず,殊にC値が0.10以下のものでは手術を必要と
 したものが多かった。視神経萎縮及び陥凹が見られたものは.点眼期間の長いものであり,視野狭
 窄も伴っている。
 第2報:17例53眼の眼圧は1α0襯H9から190繊H9で全て正常範囲であり,トノグラ
 フイーC値はα25から0,54に分布し,正常範囲であった。14例27眼の飲水試験で上昇値が
 6.0麗H9以上のものは1例相艮であった。11例21眼の日内変動検査ではあらゆる型に分布し,
 変動値が5、0襯日9以上のものは2例5眼にみられた。12例の片眼にペタメサゾソ点眼を行左つ
 たところ,平均2、7観H9の眼圧上昇がみられ,6.0㎝E9以上眼圧が上昇した者.即ちステ・イ
 ドしスボンダーは12例中1例であった。隅角は全例広隅角であった。
 第5報:190名579眼の糖尿病患者の平均眼圧は1改5±0.2伽H9であり,また網膜症で
 は非網膜症にく・らべて統計学的に有意の差をもつで眼圧が低いことが明らかになつ丸20、5聯Eg以上の高眼
 圧者は15.1%にみられた。網膜症の程度による眼圧については.Wag.肌V期では眼圧が低ぐ在
 る傾向がみられたが。統計学的に有意の差はみられなかった。年令との関係では,4q才以上では
 40才未満にくらべて眼圧がやや低い傾向がみられ,また血糖値が高く在る程,眼圧が低くなる傾
 向がみられた。25眼にベタメサゾン点眼を行なったところ,平均ゑ9襯H9の眼圧上昇がみられ,
 ステ・イドレスポンダーは25例中7例28.0%で'あった。
土
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 11}ステ・イド緑内障に関ナる報告は数多くあるが,今回の統計の如く多数症例について報告さ
 れたものはみられない。今回の統計では,日内変動検査を行なった15眼中11眼が日中型を示し
 た。このことは,単純緑内隠にかいて.日中型が最も多いという報告と相俟って,ステ・イドしス
 ボソダーが単純緑内障の遺伝形式に近い傾向を示しているという説を一応うらずけるものと考えら
 れるo
 12}牛眼はその発生機序が散発的たものと,遺伝性のあるものとの二つに分けられるが,17例
 53眼の母親の対緑内障検査では5例4眼に異常が見られた。しかし.ステロイドしスボンダーは
 諄2例中1例で、正常者にくらべて決して多くはなく.従って.牛眼は単純緑内障の遺伝形式と決
 して同一のものではないことが推察される。
 (5)糖尿病患者では一般人にくらべて眼圧が高目の傾向がみられ,特に網膜症では非網膜症にく
 らべ事眼圧が低いことが明らかになつ之。ステ・イドしスポンダーは28.0%にみられ,上記の牛
 眼患者の母親にくらべると多いが,我が国の正常者のそれにくらべると少なかった。
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 審査結果の要旨
 著者は第1報において,当教室におけるステロイド緑内障φ症例を統計的に集計し,第2報では,
 牛眼患者の母親に緑内障傾向が見出されるか否かの諸検査及びステロイド負荷による眼圧の変化を
 検した。第3報では,一般人と異なる代謝を有する糖尿病患者の眼圧検査及びステロイド負荷によ
 る影響を追求した。
 第1報:ステロイド点眼により惹起されたと考えられる'緑内障患者28例50眼の患者について
 年令,使用薬剤,薬剤使用の目的となった原疾患,主訴,使用期間,眼圧,日内変動,中止后の経
 過,C値,隅角所見,視野,視神経乳頭所見につき検査し・た。発症年令は2・0才代が最も多く,自
 覚症は霧視及び虹輪視がほぼ半数を占め,眼圧ば全例240㎜Hg以上を示したも27例に行なったトノグ
 ラフィー。値は全例に低下がみられ,日内変動は日中型を示すものが多いσ視野は長期間点眼例では高度
 な緑内障性の視野狭窄を起したものもあり,これは眼圧下降後'も回復しなかった。点眼中止後の経
 過は点眼3ケ月以内のものでは全例眼圧が正常範囲にもどったが,C値が0.10以下のものでは手
 術を必要としたものが多かつ規視神経萎縮及び隔凹が見られたものは,点眼期間の長いものであ
 っ隔日内変動が日中型を示すものが多かったことは,単純緑内障において,日中型が最も多いと
 いう報告と相俟って,ステ目イドレスポンダーが単純緑内障の遺伝形式に近い傾向を示していると
 いう説を一応うらずけるものと考えられた。
 第2報:17例33眼の眼圧は10.0㎜Hgから19.0㎜Hgで全て正常範囲であり,トノグラ
 フイーC値は0,25から0.54分布し,正常範囲であった。14例27眼の飲水試験で上昇値が
 6.0㎜Hg以上のものは1例1眼であった。11例21眼の日内変動検査ではあらゆる型に分布し,
 変動値が5.0㎜Hg以上のものは2例3眼にみられ魅しかし,ステロイドレスポンダーは12例中1例
 で,正常者にくらべて決して多くはなく,従って、牛眼は単純緑内障の遺伝形式と決して同一のも
 のではないことが推察される。
 第3報:糖尿病患者190名379眼に,眼圧と年令,網膜症の盾無及び程度,空腹時血糖との
 関係を調べ,また同じく糖尿病外来患者及び眼科外来を訪れた糖尿病患者25名の片眼にステロイ
 ド負荷を行なって眼圧の変動を追求した。その結果,糖尿病患者では一般人にくらべて眼圧がやや
 高目の傾向がみられたが,特に網膜症では非網膜症にくらべ,眼圧が低いことが明らかになった。
 ステロイドレスポンダーは28.0多にみられ.,上記の牛眼患者の母親にくらべると多いが,我が国
 の正常者のそれにくらべると少なかった。
 以上の論文は学位に値するものと認められる。
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